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１．養育者としての男性が期待される背景



養育者としての男性

近年、養育者としての男性に、社会の期待や要請が高まっている

1999年 男女共同参画基本法

２０１０年 厚生労働省イクメンプロジェクト

２０２２年１０月 男性育休に関する法改正

産後パパ育休（出生時育児休業）

育児休業の分割取得

２０20年 第5次男女共同参画基本計画

女性の社会進出・活躍への期待



女性の労働力の推移

永井恵子（2022）台形へと近づきつつある「M 字カーブ」の状況～令和２年国勢調査就業状態等基本集計の結果から～
統計 Today 184



育児期女性の労働力の変化

永井恵子（2022）台形へと近づきつつある「M 字カーブ」の状況～令和２年国勢調査就業状態等基本集計の結果から～
統計 Today 184



「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という
考え方に関する意識の変化

内閣府男女共同参画局「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」という考え方に関する意識の変化（男女別）

https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r02/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-00-13.html


父親の育児休業制度の改正



育児休業取得率の推移



育児休業取得期間



育児休業制度を利用しなかった理由



育休取得前に不安だったこと

•育休を取得した経験者及び今後取得予定の男女 400 名に「男性
育休」に関する意識調査

江崎グリコ 2022年9月１２日News Release



２．病気・障がいのある子どもの父親の子育て



子どもに病気・障がいがある場合の子育て

•子どもの障害受容

•通常の子育ての行動に加えて、子どもの状態・特徴に伴って、
観察・判断それに基づくケアが必要

•物理的に子育てにより時間が必要

•養育者の心身の負担がある

•養育者の就労や余暇など、社会参加が難しい

•他の家族員も、健康への影響、社会生活への制限を受ける

子どもに病気・障がいがない場合とは、異なる子育ての状況



父親の育児参加とは

• Engagement（直接に育児に関わること）

ごはんを食べさせる、庭でキャッチボールをするなど

• Accessibility（育児していなくても子どものそばにいること）

親は台所にいて、子どもは隣の部屋で遊んでいるなど

• Responsibility（子どもの養育に責任をもつこと）

子どもが病気のときに病院を予約したり、服を着せるなど

Lamb（１９８６）によれば、父親の育児参加には３要素ある



父親の育児参加測定尺度

子どもに特有の状態や特徴にあわせた観察・判断・ケアが必要

深川周平・佐伯和子（201６）未就学児を持つ父親の育児参加とその関連要因, 日本公衆衛生看護学会誌, 5(1),2-10



父親の育児関与尺度

下坂剛（2019）父親の育児関与尺度の開発 および信頼性と
妥当性について, 小児保健研究, 78(4), 289-295



医療的ケア児者のいる家族の暮らし

子どもが必要なケアによって、物理的な時間が制限

厚生労働省（2020）医療的ケア児者とその家族の生活実態調査報告書



重症心身障がいのある子どもの母親の就労

重症心身障がいのある６～１８歳の子どもの母親1501人を対象

就労している母親 41.１％ うち、フルタイムは２７．９％

松澤明美, 涌水理恵, 西垣佳織ほか（2019）在宅生活する学齢期の障がい児を育てる母親の就労とその関連要因. 小児保健研究 78 (4), 
334-342.



重症心身障がいのある子どもの母親の就労
障がいのある学齢期の子どもの母親1501人を対象

就労の有無をアウトカムとした多重ロジスティック回帰分析

子どもの重症度・母親の精神的健康度・祖父母の同居・サービス利用・

家族機能（きずな）が関連

松澤明美, 涌水理恵, 西垣佳織ほか（2019）在宅生活する学齢期の障がい児を育てる母親の就労とその関連要因. 小児保健研究 78 (4), 
334-342.



障がいのある子どもの父親の健康

•ニ分脊椎症の子どもの父親と母親の抑うつの比較では、母親
の方が高値であるが、他の研究と比べ、双方が高い（古城・福
丸, 2015）

•自閉症スペクトラム幼児の父親は、健常児や軽症てんかん治
癒児の父親と比較し、抑うつと不安が高い（野村, 2016）

•国民生活基礎調査（2016年度）を用いた、障がいのある子ど
もの父親は、障がいのない子どもの父親と比べて、心理的苦痛
が高く、主観的健康状態が低い（Ｄｈｕｎｇｅｌ, 2021）

父親も健康状態、特に精神的健康、主観的健康度が低い



父親の育児参加の母親への影響

•父親が積極的に育児参加している場合、母親の育児幸福度や
育児満足感が高い（明野ら, 2010）

•父親の育児参加は、父親の情緒的サポートに関する母親の認知
を通じて、間接的に母親の夫婦関係満足度へ、精神的健康度を
通じて、健康関連QOLに影響（桐野ら, 2011）

•母親は父親からのサポートがあることで、抑うつが軽減され、育
児への意欲が高まる（松岡・竹内, 2002）

父親の育児参加は、母親の健康やQOL、満足度に影響する



父親の育児参加の関連要因

仮説 育児参加の関連要因 文献

時間的余裕仮説 父親の就労・通勤時間が短い
母親が就労している

久保,2017
高瀬,2022

家庭内需要仮説 子どもの数が多い
末子の年齢が低い場合

松田,2006

相対的資源仮説 伝統的な性別役割分業意識
学歴や収入などの資源を多くもつ方が子育てへの参
加割合が低くなる

北原,2015

代替資源仮説 同居の祖父母など父親に代わる家事や育児の担い手
がいると、父親の参加は低くなる

尹,2010

夫婦関係満足感説 夫婦関係が良好であれば夫の子育て参加が高まる 瀧本,2019



父親が子育てするためには

•父親の育児支援行動促進のための働きかけや、政策検討には、父親が仕
事と家庭をどのように両立し、その影響を本人が肯定的にとらえているか
どうかを考慮する必要（成瀬ら, 2009）

•父親の育児参加には、置かれている環境や価値観等の個別性が関係
（多喜代・北宮, 2019）

病気・障がいのある子どもの父親は、

どのように子育てしたいと考えているのだろうか？

⇒子育てにおける価値観≒子育て観（Child－Rearing Values）



病気・障がいのある子どもの親の子育て観を測る

価値とは

行動の動機づけや評価、選択
に影響をおよぼす理想や願望
（坂野,２０１２）

現存する子育て観の測定尺度は、健康な子どもの親を対象

子育てに関する複数の価値を階層的・総体的な優先関係をもとに体系
化した子育て観は、測定自体が難しい

従来の「子育て観」概念で、親の子育て観をとらえきれない可能性

子育て観とは

子どもを育てることに対する
個人の見解、価値観、認識、
印象、期待の総体
（陳ら, 2006）



第１段階 Qセットの作成
医学中央雑誌データベースWeb版と

CiNii Articlesを用いて
「障がい児」「父親」のキーワードで
父親の子育てに関する文献を検索

パイロットテスト
障がいのある子どもの父親１０人

第３段階 Q分類法の依頼
QセットをQグリッドの形に並べて分類

第４段階 Q分類結果の分析・Qマッピング
個別のQ分類結果を直行座標上にプロット

第２段階 Pセット（研究対象者）への依頼
病気・障がいのある子どもの父親

Q方法論とは

•質的・量的研究方法
（Quali-Quantitative Methods）

•個人や組織の内面にある捉えづらい価値
観などを定量的に測定する分析方法
（Watts S ＆ Stenner P, 2012）

300文献から関連する70文献の全文を精読

父親の子育ての考え・認識にあたる記述を抽出

作成した445ステートメントを類型化し、抽出さ
れたステートメントが網羅的になるよう47ス
テートメントを選択、研究者間で討議し、最終版
を確定



Q分類法とは

-5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 5

← →最もそう思わない 最もそう思う

Q-グリッドの一例

ステートメントをQ-グリッドと同じ形に、
同意する順に並べて数値化

Qステートメントの概要

・障がいのある子どものイメージ

・障がいのある子どもの子育て・役割

・子育てに伴う感情

・配偶者（母親）との関係

・家族との関係

・自分の仕事との関係・自身の生活

・障がいのある子どもへのサポート

・子育てにおける環境・社会



実際のQ-グリッド：父親



Qマッピングとは

•因子分析・主成分分析を行う

•第1・2主成分における正・負の主成分負荷量から
4つ特徴を抽出

•直交座標上に、個別のQ分類結果をプロット



Q方法論のものの見方：RとQのアプローチによる人間

• ２５の身体部位をそれぞれ計測し、左の図は、結果
をＲ因子分析して、部位間の相関を求めたもの

•腕や足の長さと身長は相関

• ２５の身体部位のどれを重視するか
という観点で優先順位づけをした
結果を示したもの

•人は明らかに眼を最も重視

R方法論と異なり、Q方法論は特徴を主観的観点から強調づける



Q方法論の強みと活躍する場面

場面 概要

熟議 多様な人々が関わり、もやっとしたテーマについて、いくつかの方向性をまとめる

多極化 専門家の間で議論が二極化しているときに、問題解決の糸口をみつける

優先順位付け 誰もが必要だと思っているがゆえに、優先順位がなかなかつかない課題を整理する

少数 意見を表明できる者が少ないテーマについての見解をまとめる

意匠によって
分化したニーズ

特に意匠が必要な商品開発において、ニーズごとにアイデアをまとめる

•多様な価値観を多様のまま、また言葉にしにくいものを可視化する
•当事者の内省と、それによる自身の気づきを促す
•他者を知り、他者との違いのなかで、より自分を知り、理解する
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障がいのある子どもの子育ては
大変だけど、

仕事も家庭も大切にしたい
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父親として家庭も仕事も大事にする

家族のことは自分たちで支えあう

病気・障がいのある子どもの
子育てから距離をとる

病気・障がいのある子ども
を夫婦でともに育て、親も

成長するFactor２

病気・障がいのある子どもの
子育ては大変だけど、
家庭も仕事も大切にしたい

Factor１

病気・障がいのある子どもを
夫婦でともに育て
親も成長したい

父親 ３３人（20代１人・３０代１４人・４０代１３人・５０代４人・６０代１人）

子の年齢 ８．１３歳 (範囲 ２–２３歳） 神経疾患（脳性まひ・重症児・医療的ケア児など） １０人 発達障がい ７人

染色体異常 ５人 血液疾患（小児がんなど） ４人 知的障がい ３人 肢体不自由 ２人 その他（慢性疾患） ２人



３．父親への支援に向けて
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子育てや家事に加えて自分のやりたいこともしたい

大変な子育てに自ら向き合う病気・障がいのある子ども
がふつうに暮らす

子育てのきほんは母親そして家族である

Factor ２

障がいのある子どもの

子育ては大変なので、

自分を整えて向き合いたい

Factor １

子どもを中心に

子育てや家事だけではなく、

自身のことも充実させたい

母親 2１人（ ３０代 ７人・４０代１０人・５０代４人）

子の平均年齢 9.7歳 （2–17歳） 脳性まひ８人・神経疾患７人・重症心身障がい３人・発達障がい２人・ダウン症 １人



病気・障がいのある子どもの親の子育て観

Factor２
病気・障がいのある子ども
の子育ては大変だけど、
家庭も仕事も大切にしたい

Factor１
病気・障がいのある子ども
を夫婦でともに育て、
親も成長したい

Factor１
子どもを中心に
子育てや

家事だけではなく、
自身のことも充実させたい

Factor２
病気・障がいのある
子どもの子育ては
大変なので、

自分を整えて向き合いたい

子育て観と実際の子育てとのギャップを埋める支援の必要性



家族システム理論からみた親の子育て観

父 母

子 子

父 母

子 子

母子サブシステムだけではなく、

夫婦サブシステム・父子サブシステムへ、より働きかける必要性

家族システム理論とは、家族員一人ひとりを別々ではなく、家族全体を一つの
ユニットととらえ、その内外との相互作用に着目した考え方
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